
CE実現に向けた多様なステークホルダー
の連携におけるDXの役割と

国際標準化戦略
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（出典）ヨハン・ロックストローム「SDGｓウェディングケーキモデル」（2016年）



国際標準化の光と影

https://www.meti.go.jp/policy/economy/hyojun-kijun/katsuyo/jigyo-senryaku/index.html

メリット
自国にあった標準化が進むと
市場を取りやすい

デメリット
場合によっては技術の公開が
進み、先行企業の優位性が
失われる可能性が出てくる

上手く環境や社会への影響
（SDGｓ）を取り入れると
非関税障壁を設けることが
できる
現在はここが中心になっている
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資源循環 関係機関との連携、アウトプット、出口のイメージ

WBCSD
（持続可能な開発
経済人会議）

EU等関係国 日本（環境省等）
委託先：循環経済協会等

ISO
G7資源効率性アライ

アンス
（G7での合意形成の場）

日本企業
重要バリューチ

ェーン

グローバル循環プロ
トコル

（WBCSD/UNEP）

バリューチェーン循環性指標
環境負荷削減効果推計手法

運用実績の蓄積

コーポレートレベルでの資源循環指標
・目標に係るアカウンティング手法

日本企業
金融機関

関連国際団体
SYSTEM IQ

Circle Economy

出口の例（標準化）
アウトプット

資源循環分野の情報開示等のルール形成を主導し、日本企業の競争力強化を目指す

UNEP国際資源パネル
（IPCCの資源循環版）

• バリューチェーン循環性指標、コーポレート・アカウンティング手法等の開発に当たっては、重要なバリュー
チェーンを担う日本企業及び金融機関と協力。日本企業の優位性が反映されるバリューチェーンごとの指標開発等
を行い、改善を重ねつつ標準化に不可欠な運用実績を蓄積。

• 対外的には、EU等主要国、WBCSD、その他循環経済関連国際団体との連携を通じ調整を行う。
• 得られたアウトプットは、グローバル循環プロトコル、G7資源効率性アライアンス、国際資源パネル等においてイ
ンプットや標準化に向けた報告書作成等を進める。当該成果を元に、ISOへの標準化提案も可能。

巻き込み

協力

協力

連携

連携
※合意済

連携

連携

グローバルでの循環経済市場の獲得
究極の目標

期待される成果

（バリューチェーン）
鉄、非鉄、プラ
繊維、電気、自動車
（個社）
日鉄、トヨタ、富士通、
住友化学、ブリジスト
ン、日立、パナソニッ
ク等
※一部合意済み

資源循環分野の情報開示ルール
形成に向けた必要策 環境省
吉田氏 資料（2023）
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現在AHGで各ドキュメ
ントの見直し作業を実
施中
WG2では日本提案の
VNをベースとした
ビジネスモデルを提案
中、日立－産総研ラボ
の提案もその中で
ISO化を進めていく予定



•

•

•

。



•
•
•
•
•



付加価値はどこから
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再度 CE推進のための付加価値は？
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• CE 資源価値の最大化

• 価値は 製品＞部品＞材料＞素材 循環の価値も当然ショートカッ
トが高い

• ただし、場合によっては順番通りにならないことも
• 一方、価値の源泉が “もの”から“情報”へ

• 昔、資産価値の大きいのははエネルギー産業（石油メジャー）、現
在 情報産業？ GAFAは強い

• 価値のあり方は個人で大きく変わる 価値を決めるのは何

• CEでよく話がでるValue chainのValueは通常、もの、情報に付随し
ているが、価値はそれだけかどうか、もしかしたらCEの議論の行き
先は価値論のあり方まで変えるかもしれない
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顧客

２次
顧客

廃棄物
処理

・
・
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製品

素材

廃棄物
究極の
廃棄物ゼロ

部品

材料

二次原料一次原料
規格化
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